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＜プログラム＞
8 月 27 日（土）

A 会場（京王プラザホテル 43F ムーンライト）

8:25～8:30 開会の辞

平野　照之（杏林大学　医学部　脳卒中医学教室）

8:30～8:55 基調講演「Stroke Oncology PT 調査中間報告」

座長：塩川　芳昭（杏林大学　医学部　脳神経外科学教室）
　　　高野　利実（がん研究会有明病院）

PL 日本脳卒中学会 Stroke Oncology PT 調査報告

河野　浩之（杏林大学　医学部　脳卒中医学教室）

9:00～9:50 教育講演「最新のがん治療の成績と生命予後　update」

座長：平野　照之（杏林大学　医学部　脳卒中医学教室）
共催：エーザイ株式会社

EL がん治療が目指すもの　～最新がん治療の話題と今後の展望～

高野　利実（がん研有明病院　乳腺内科）

9:55～10:45 シンポジウム 1「がん関連脳卒中：病態の多様性」

座長：小笠原邦昭（岩手医科大学　脳神経外科学講座）
　　　内山真一郎（山王メディカルセンター / 国際医療福祉大学　臨床医学研究センター）

指定発言：平野　照之（杏林大学　医学部　脳卒中医学教室）

S1-1  Cancer-Associated Thrombosis（静脈血栓塞栓症、動脈血栓塞栓症）の発
症機序

森下英理子（金沢大学　医薬保健研究域　保健学系　病態検査学）

S1-2 放射線誘発性頚動脈硬化症　　－自然歴と病態機序－

吉田　和道（京都大学　脳神経外科）

S1-3 がん関連脳出血の病態と治療

菱川　朋人（岡山大学大学院　医歯薬学総合研究科　脳神経外科）
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11:30～12:00 シンポジウム 2「がん関連脳梗塞に対する薬物療法」

座長：藤村　　幹（北海道大学大学院　医学研究院　脳神経外科）
　　　松本　昌泰（医誠会病院　脳神経内科）

指定発言：野川　　茂（東海大学医学部付属八王子病院　脳神経内科）
共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

S2-1 がん合併脳梗塞患者における DOAC の位置づけ

須田　　智（日本医科大学　脳神経内科）

S2-2 ヘパリン皮下注の feasibility と sustainability

長尾　毅彦（日本医科大学武蔵小杉病院　脳神経内科）

12:10～13:10 ランチョンセミナー 1

座長：板橋　　亮（ 岩手医科大学　内科学講座　脳神経内科・老年科分野 / 
岩手医科大学附属病院　脳卒中センター）

共催：第一三共株式会社

LS1  Oncologist の立場から最適な CAT（Cancer Associated Thrombosis） 
治療を考える

田中　善宏（岐阜大学　外科学講座　消化器外科）

13:15～13:25 事務局報告

13:30～14:20 シンポジウム 3「がん診療医からみた脳卒中」

座長：大瀧　雅文（帯広厚生病院　脳神経外科）
　　　豊田　一則（国立循環器病研究センター　脳血管内科）

指定発言：塩川　芳昭（杏林大学　医学部　脳神経外科学教室）

S3-1 Cancer survivor と脳卒中 ―脳卒中医の立場から―

藤並　　潤（京都第二赤十字病院　脳神経内科）

S3-2 日本人の AYA 世代がんサバイバーにおける晩期血管障害とその生存率への影響

下村　昭彦（国立国際医療研究センター病院　乳腺・腫瘍内科）

S3-3 がん患者・家族への血栓症の情報提供のあり方

竹川　英宏（獨協医科大学病院　脳卒中センター）

S3-4 がん関連脳卒中の情報共有の在り方を考える～腫瘍内科医の立場から～

田辺　裕子（虎の門病院　臨床腫瘍科）
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14:25～14:50 ディベートセッション 1「がん患者の脳梗塞に対する急性期再灌流療法」

座長：吉村　紳一（兵庫医科大学　脳神経外科）
　　　鈴木　祥生（成仁会　長田病院　脳神経外科）

DS1-1 

三上　　毅（札幌医科大学　脳神経外科）

DS1-2 

板橋　　亮（岩手医科大学　内科学講座　脳神経内科・老年科分野）

14:55～15:20 ディベートセッション 2「がん患者の脳梗塞に対する抗血栓療法」

座長：髙橋　　淳（近畿大学　医学部　脳神経外科）
　　　岡田　　靖（九州医療センター　脳血管・神経内科）

DS2-1 

佐々木　勉（大阪大学大学院　医学系研究科　神経内科学講座）

DS2-2 

山城　一雄（順天堂大学医学部附属浦安病院　脳神経内科）

15:25～15:50 ディベートセッション 3「脳梗塞合併後のがん治療」

座長：栗田　浩樹（埼玉医科大学国際医療センター）
　　　長尾　毅彦（日本医科大学武蔵小杉病院　脳神経内科）

DS3-1 

成田　善孝（国立がん研究センター中央病院　脳脊髄腫瘍科）

DS3-2 

軒原　　浩（国立国際医療研究センター病院　呼吸器内科）

15:55～17:15 シンポジウム 4「がん患者への脳卒中医療提供のあり方」

座長：宮本　　享（京都大学医学部附属病院）
　　　藤本　　茂（自治医科大学　内科学講座　神経内科学部門）

指定発言：辻　　哲也（慶應義塾大学　医学部　リハビリテーション医学教室）

S4-1 がん関連脳卒中　超急性期の対応

神谷　雄己（虎の門病院　脳神経血管内治療科）

S4-2 がん患者の脳卒中診療における医療連携

内藤　陽一（国立がん研究センター東病院　総合内科）
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S4-3 Best supportive care / Palliative care 期における脳卒中医療提供

藤本　　茂（自治医科大学　内科学講座　神経内科学部門）

S4-4 がん患者における脳卒中の在り方

水上　拓郎（NTT 東日本関東病院　腫瘍内科）

S4-5  がん合併脳卒中患者のリハビリテーションとがん治療～リハビリテーション科
専門医の立場から

辻　　哲也（慶應義塾大学　医学部　リハビリテーション医学教室）

17:20～17:25 閉会の辞

平野　照之（杏林大学　医学部　脳卒中医学教室）

17:30～18:30 イブニングセミナー 1

17:30～18:00 イブニングセミナー 1-1

座長：増尾　　修（横浜市立市民病院）
共催：株式会社カネカメディックス

ES1-1 がん患者の頭頸部病変に対する血管内アプローチ

橋本　孝朗（東京医科大学病院）

18:00～18:30 イブニングセミナー 1-2

座長：野川　　茂（東海大学医学部付属八王子病院）
共催：日本メドトロニック株式会社

ES1-2 脳梗塞の原因を特定するための ILR 活用を再考する

山﨑　英一（横浜新都市脳神経外科病院）
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B 会場（京王プラザホテル 43F スターライト )

12:10～13:10 ランチョンセミナー 2「がんと循環器疾患　～臨床医が考える腫瘍循環器合併症」

座長：野川　　茂（東海大学医学部付属八王子病院　脳神経内科）
共催：ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社

ファイザー株式会社

LS2-1 がんと心房細動　～抗凝固療法をどうするか～

庄司　正昭（国立がん研究センター中央病院　総合内科・循環器内科）

LS2-2 Cancer VTE Guideline アップデート ～ Apixaban を中心に～

大倉　裕二（新潟県立がんセンター新潟病院　腫瘍循環器科）

17:30～18:30 イブニングセミナー 2「Bayer Thrombosis Seminar」

座長：青木　淳哉（日本医科大学多摩永山病院　脳神経内科）
共催：バイエル薬品株式会社

ES2-1 潜因性脳梗塞からの心房細動の検出とその適切な抗血栓療法

大西　克実（昭和大学　医学部　内科学講座　循環器内科学部門）

ES2-2 脳塞栓症急性期の再開通療法と抗凝固療法

神谷　雄己（虎の門病院　脳神経血管内治療科）
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一般演題会場（京王プラザホテル 43F コメット）

10:50～11:20 一般演題 1「がん関連脳卒中の診断・病態 1」

座長：吾郷　哲朗（九州大学大学院　病態機能内科学（第二内科））

P1-1  静脈血栓塞栓症を伴う癌関連脳梗塞におけるヘパリンと直接第 Xa 因子阻害剤
の治療効果

山浦　弦平（藤沢市民病院　神経内科）

P1-2 化学療法後にヘパリン抵抗性の再発性脳梗塞をきたした子宮体癌の 1 例

齋藤　幹人（杏林大学　医学部　脳卒中医学教室）

P1-3  悪性腫瘍合併虚血性及び出血性脳卒中における臨床転帰：日本脳卒中データバ
ンク

吉本　武史（国立循環器病研究センター　脳神経内科）

P1-4  非活動性の悪性腫瘍を伴う潜因性脳梗塞では動脈原性塞栓源が関連する : 
CHALLENGE ESUS/CS Registry

菊野　宗明（東京医科大学病院　脳神経内科）

P1-5 脳梗塞を発症した活動性担がん患者における予後因子

櫻井　　玲（大阪大学大学院医学系研究科　神経内科学講座）

P1-6 がん関連脳卒中患者の治療後 D-dimer 値は短期転帰と関連する

山城　一雄（順天堂大学浦安病院　脳神経内科）

10:50～11:20 一般演題 2「がん関連脳卒中の診断・病態 2」

座長：榎本由貴子（岐阜大学　医学部　脳神経外科）

P2-1 当院におけるがん関連脳卒中の臨床像と治療

能代　将平（帯広厚生病院　脳神経外科）

P2-2 急性期リハビリテーション治療を行なったがん関連脳梗塞患者の転帰

松田　恭平（杏林大学　医学部　リハビリテーション医学教室）

P2-3  症候性主幹動脈病変の精査中に悪性腫瘍の併発が疑われ、その診断・確定と脳
卒中二次予防を並行した２症例

齊藤　　徹（埼玉医科大学総合医療センター　脳神経外科）

P2-4 脳梗塞と脳腫瘍の鑑別に難渋する症例の特徴の検討

笹川　彩佳（帯広厚生病院　脳神経外科）

P2-5 頭蓋内出血後に剖検で進行性前立腺癌と診断した一例

城野　喬史（杏林大学医学部付属病院　脳卒中科）
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P2-6 婦人科良性疾患に合併した脳梗塞

岡　　史朗（山口大学　医学部　脳神経外科）

10:50～11:20 一般演題 3「がん関連脳卒中の診断・病態 3」

座長：木村　尚人（岩手県立中央病院　脳神経外科）

P3-1 悪性黒色腫の腫瘍塞栓による脳底動脈閉塞の一例

額田遼太郎（倉敷中央病院　脳神経内科）

P3-2 がん関連脳梗塞の Hyperdense vessel sign と血栓病理の関連

中西　　郁（杏林大学　医学部　脳卒中医学教室）

P3-3 Trousseau 症候群による脳主幹動脈閉塞に対する急性期血栓回収術の検討

内田　将司（聖マリアンナ医科大学　脳神経外科）

P3-4 もやもや病患者における悪性腫瘍に対する治療時の脳血管イベントの検討

小川正太郎（東京大学脳神経外科）

P3-5 脳腫瘍に対する放射線治療後の動脈瘤形成

村岡　真輔（刈谷豊田総合病院　脳神経外科）

P3-6 Glioma 治療と脳卒中

秋山　幸功（札幌医科大学　医学部　脳神経外科）

10:50～11:25 一般演題 4「がん関連脳卒中の治療 1」

座長：井上　智弘（NTT 東日本関東病院　脳神経外科）

P4-1 左上葉肺癌術後の肺静脈断端部巨大血栓によって生じた総頸動脈閉塞の一例

平田　晴樹（島田市立総合医療センター）

P4-2  脳卒中 MET の起動により血栓回収術を行った肺癌術後の院内発症内頚動脈塞
栓症の 1 例

井上　　学（国立病院機構仙台医療センター　脳神経外科）

P4-3 左肺癌術後に脳梗塞を発症し、血栓回収療法を施行した 4 症例の検討

辻　優一郎（加納総合病院　脳神経外科）

P4-4 肺静脈断端部血栓に関連した急性期脳塞栓症の 7 例

飯田　知宏（朝日大学病院　脳神経外科）

P4-5  小児急性リンパ性白血病に対して L- アスパラギナーゼ使用中に発症した重症
脳静脈洞閉塞症の１治療例

廣畑　　優（久留米大学　医学部　脳神経外科）
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P4-6 頚部癌治療後内頚動脈狭窄症に対する頚動脈内膜剥離術の注意点と予後

和田孝次郎（防衛医科大学校　脳神経外科学講座）

P4-7 がん関連患者における頚動脈ステント留置術の治療成績

三浦　洋一（三重大学大学院　医学系研究科　脳神経外科学）

10:50～11:20 一般演題 5「がん関連脳卒中の治療 2」

座長：当麻　直樹（ 三重大学大学院　医学系研究科　臨床医学系講座　 
脳神経外科学）

P5-1 当院で施行した Trousseau 症候群による急性期脳梗塞に対する血栓回収療法

園田　卓司（岩手県立中央病院　脳神経内科）

P5-2 当院におけるがん関連脳梗塞に対する機械的血栓回収療法の有効性の検討

小松原弘一郎（杏林大学　医学部　脳神経外科学教室）

P5-3 経皮的血栓回収術を施行したがん関連血栓塞栓症の当院での治療成績

高橋　康弘（札幌医科大学　救急医学講座）

P5-4 がん関連血栓症に伴う脳主幹動脈閉塞症に対する血栓回収術の特徴と治療成績

有村　公一（九州大学大学院　医学研究院　脳神経外科学）

P5-5 当院におけるがん患者の急性主幹動脈閉塞に対する血管内治療について

福井　伸行（神戸市立医療センター中央市民病院　脳神経外科）

P5-6  活動性 / 非活動性悪性腫瘍合併急性期脳梗塞に対する機械的血栓摘出術の短期 /
長期の臨床転帰

吉本　武史（国立循環器病研究センター　脳神経内科）


